
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日程 時間 内容 

1 回目 2/13（月） 9:30~11:30 「私の子育て、孫育て」中央大学教授による基調講演        

2 回目 2/19（日） 10:00~12:00 ジイジも楽しい！子ども大喜び！皮から手作り本格餃子 

3 回目 2/27（月） 9:30~11:30 防災・防犯にも役立つ地域力！！ジイジ世代が主役！ 

4 回目 3/5 （月） 9:30~11:30 あなたの“ワザ”を地域に活かすために 

5 回目 3/12（月）  9:30~11:30 
各地の地域の実例を学び、今後の逗子での活動を考える 

修了証授与式 

＊注；第2回目のみ曜日・時間・会場が変わります。  

     

会 場：逗子文化プラザ市民交流センター会議室（第2回は逗子小・調理室） 

対象者：①地域の子育て・孫育てに関心のある概ね５０歳以上の男性  

      （孫がいるいないは問いません) 

    ②全日程参加できる逗子市在住の方 

定 員： ２０名（申込み先着順） 

参加費： 無料 ※但し、第２回調理実習のみ実費負担（５００円程度） 

申込方法：電話またはファックスにて  

お申込/お問い合わせ  逗子市生活安全課  

TEL ： ０４６（８７３）１１１１ FAX ： ０４６（８７３）４５２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域で！

も！ 

孫にも！ 

＜基調講演＞ 広岡守穂 中央大学法学部教授 プロフィール 

昭和２６年生。石川県出身。東京大学法学部卒。専攻は政治学だが、 

現代日本の社会現象に幅広い関心を持ち、家族、夫婦、親子の問題を 

独自の観点から優しく解説する講演には定評がある。 

男女共同参画、ＮＰＯ、高齢者福祉に関する講演も数多く活動している。 

 

 

 

地域での「祖父力」をさまざまな角度から一緒に考えてみませんか。 

「孫育て」や「地域の子育て」などに、どのようにかかわっていけるのか？

実際に活動されている方の話を聴き、地域とのつながりの大切さを考えます。 

子育て支援に男性が参加することにより地域力をアップ。災害時はもちろん

のこと、防犯、防災など、地域を守る大きな力として、今まであなたが培って

きた経験や知恵、持てる“ワザ”の数々を活かしませんか。 

災害時にも役立つヒントが満載です。 

 

平成 23年度逗子市男女共同参画啓発事業 



電話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

①お名前   ②電話番号   ③住所   ④年代 

 

＝＝＝＝＝ FAX 申込書 （このまま送信してください。）＝＝＝＝＝ 

孫育て、地域の子育てに関心のある方への連続講座 

ふりがな 

お名前                         年齢     歳代 

 

ご住所                        電話番号（   －   －   ） 

※お申し込みの際にいただいた個人情報は本事業のみに使用いたします。 

 

男女共同参画社会とは、女性も男性も、個性や能力を発揮し、自分らしく生きることのできる社会です。 

主催：逗子市      ※この講座は NPO 法人エンツリーへの委託により実施しているものです。 

 

第 1 回 広岡 守 穂 ： 中央大学 法学部教授  

第 2 回 浅沼 彩 子 ： 自然料理教室「やさしい空間いろどり」主宰 

第 3 回 棒田 明 子 ： NPO 法人 孫育て・ニッポン理事長 

第 4 回 潮村 由紀子 ： 冒険遊び場づくり協会神奈川地域運営委員 

       

 

 

 

 

         

第 5 回 矢郷 恵 子 ： （有）毎日の生活研究所代表 

 

逗子市生活安全課 ０４６（８７３）１１１１ 

逗子市生活安全課 ０４６（８７３）４５２０ 

 

ＦＡＸ 

 トークゲスト 

 

 トークゲスト 

 

松嵜 榮次：「三浦竹友(たけとも)の会」（逗子地域担当） 

三浦半島で竹林の保全整備をボランティアとして活動。「三浦竹友の会」では、

美しい竹林を目指して仲間とともに週 1 回程度竹林に入り、主として竹の間伐

をする。間伐した竹を活用した竹細工や竹製品を作り、最近では［竹トンボ教

室」を通して小学生に作り方を教えている。 

井上 伸也：「江戸川区すくすくスクール」 

江戸川総合人生大学の子ども支援学科（６期）を終了後、江戸川区すくすくス

クールの活動に参加。すくすくスクールは、小学校の放課後や学校休業日に、

校庭・教室・体育館などの施設を利用して、子ども達がのびのびと自由な活動

ができる場を提供している。保護者や地域のサポーターが将棋・折り紙などを

教えたり、イベントが開催されたりと異世代交流の場ともなっている。 

 


